
 

 

 

 

 

 

 
 

☑ “技術と特許”の視点で選んだパテントガイドブックを毎月お届けします。 

☑ 会員制の定期配本サービスです。技術テーマごとにコースが分れています。 

☑ 様々な注目トピックスに関わる最新特許情報をキャッチできます。 

☑ リーズナブルな価格でパテントガイドブックを利用できます（非会員は定価 8 万円/各タイトル）。 
 

【2017 年配本スケジュール】 自動運転コース 
 

年月年月年月年月    タイトルタイトルタイトルタイトル    概要概要概要概要    

2017 年 7 月 自動駐車をにらんだ駐車支援技術 色々なシーンへの対応／一発駐車／並列駐車、縦列駐車／人

との関わり(マンマシン I/F、学習、意思）／駐車枠の特定(駐車

領域、駐車空間、駐車スペース）／撮像と表示／見落とせない

観点(異常対応、ケータイや情報活用、駐車場） 

2017 年 8 月 自動／手動のモード切替え 安全安心（手動から自動へ）／安全安心（自動から手動へ）／

権限移譲（手動から自動へ）／権限移譲（自動から手動へ）／

手動と自動の両方の切替に共通／他社との混走や手動特性を

反映した自動運転 

2017 年 9 月 自動運転とドライバの視線監視 顔や目の生体情報の入力／顔などのパーツ認識／感情の判

定／居眠りの判定／シーン対応／参考情報 

2017 年 10 月 レーダーセンサ 現在、10 月～12 月お届け分の企画編集を進めています。 

3～6 ヶ月先の企画テーマを事前にご案内していく予定です。 

※会員の皆様のご要望を企画に取り入れていく予定です。 

2017 年 11 月    自動運転と触覚センシング 

2017 年 12 月    自動運転車と手動運転との混走 

以後予定 (予定タイトル)自動運転と画像カメラ、自動運転車の走行情報、自動運転の車車間通信、走路選択、 

自動運転と生体情報、自動運転とミリ波センシング などを予定しております。 

（次年度予定）最新データのバージョンアップ、タイトルの入替等で最新情報をお届けしていく予定です。 
 
 
 

会員メリット１  

自動運転の注目トピックスを特許情報からキャッチ！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・機械検索ではできない技術的特徴を専門技術スタッフが抽出 

・膨大な特許情報から見ておくべき特許情報だけを厳選 

・研究者が全体像を俯瞰しやすいようにコンパクトに整理 

会員メリット２  

1/3 の価格でパテントガイドブックを購入！ 
 
年会費 30 万円で 
12 冊のパテントガイドブックをお届け 
 
パテントガイドブック（非会員価格 80,000 円）を、一年間、

毎月 1 冊購入する場合と比べると、１／３以下の価格に

なります。 

 

自 動 運 転 コース 

毎月毎月毎月毎月    
定期的に定期的に定期的に定期的にお届けお届けお届けお届け    

特許情報定期便 マンスリーセレクト 
会員制 パテントガイドブック 

パテントガイドブック 80,000 円☓12 ヶ月＝960,000 円 

マンスリーセレクトは、300,000300,000300,000300,000 円円円円 



 

 
 

研究者にとって自分の研究に関する特許情報を見ることは当たり前になっています。学術論文と異なり、特許情報は

企業がビジネス展開のために、どのような技術的取り組みをしているかが分かります。また、20年先の長期的視野で、

どのような将来展望を描いているかを把握することができる、技術と企業の重要な情報源です。 

    

 

 

    
    

    

    

    
    
    

    

    

    

    
 

ネオテクノロジーのパテントガイドブックは、企業での R&D 経験を豊富に持つ技術スタッフが“技術者の視点”で

特許情報を調査し、研究者が“見ておくべき特許情報”だけを厳選して全体像を俯瞰しやすく整理してお届けします。 

    

パテントガイドブックパテントガイドブックパテントガイドブックパテントガイドブック    

直近の特許情報から技術者の視点で最低限必要な約 100件の情報を厳選。 

技術者が進むべき将来の方向を探る道しるべとして最適なガイドです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マンスリーセレクト「自動運転コース」お申込書マンスリーセレクト「自動運転コース」お申込書マンスリーセレクト「自動運転コース」お申込書マンスリーセレクト「自動運転コース」お申込書    FAXFAXFAXFAX：：：：03030303----3333219219219219----7066706670667066 
   

御社名  

部署名  

御名前  

御住所 （〒   －    ） 

 
TEL  FAX  

E-mail                                     @ 

※当社が取得した個人情報は、当社の事業活動およびこれに付随する業務を行う目的でのみで利用させていただきます 

株式会社株式会社株式会社株式会社ネオテクノロジーネオテクノロジーネオテクノロジーネオテクノロジー 
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 2-3-13鈴木ﾋﾞﾙ 2階 

TEL: 03-3219-0899 FAX: 03-3219-7066 

http://www.neotechnology.co.jp 
E-Mail:toiawase@neotechnology.co.jp 

全体を俯瞰することで、 
どんな企業、業界が 
関係するかわかります 

特許請求の範囲（クレーム）は、
具体的な技術的特徴の表現が
参考になります。 

厳選された特許情報の概
要を抄録で把握。 
↓ 

気になる特許情報は、附属
CD-ROMの全文PDFで確
認ができます。 

《本文ページ》 《ガイドマップ》 

特許検索は特許検索は特許検索は特許検索は    
難しい！難しい！難しい！難しい！ 

情報量が多くて見情報量が多くて見情報量が多くて見情報量が多くて見
切れない！切れない！切れない！切れない！ 

忙しくて、忙しくて、忙しくて、忙しくて、    
見る時間がない！見る時間がない！見る時間がない！見る時間がない！ 

多くの企業では、研究者が特許データベースを自由に使用できるように社内

環境を整えています。しかし、特許検索は知財専門知識が必要であり多忙な

研究者が限られた時間で必要な情報を抽出することは容易ではありません。 

 

特許検索を行うと、数百件～数千件の特許情報がヒットしてしまいます。大

量のノイズ情報の中から、自分の研究テーマに関連する特許情報を抽出する

ことになり、情報量が多く全てを見ることは不可能です。 

 

研究者に求められている成果は、新しい創造を生み出すことです。特許情報

を正確に調査することではありません。研究者の知的生産性を高めるための

特許情報活用が重要になってきているのです。 

お申込み：    年   月   日 


